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　蹊境 の爨化 に 常 に鄂應 して個 鱧の 生 命を保持す

る爲 に は ，

’
そ の 變 化 に 左右 さ れ 蹟 か叉 は 少 くと も

其 の影響 を最 小限度 に留ある謙 な 卒 衡性 が體内 に

確立 され て居 らねばな らな い ．

　此 の 雫 衡性 は Selage，　 Sayers，　ThQrn 等 に ょ

れ ば 副腎皮質が 重大 な役 割 をな し宅 い る こ とが指

摘 さ れ て い る．

　新生 兇 は子宮内 よ b 争宮外生活 に 移行 した直後

の 環境の 激變 に濁 して ， 副腎皮質は如何 なる態度

を とる か は重 要 な事 で あ る．

　副 腎皮質機能檢査 法 に は種々 ある が 第一に ソ ー

ン 檢査法 を行 う事 に した．

　Forsham −Thom （1947）1ま A ．C．T ．H ，及 び ア ド

レ ナ リ ン 注射 に よ り流血 中 の 好 酸球 數の減少度 に

よ り副腎皮質機能 を到定 して い る． そ の後新生 兒

領域 で も White
，
　Sutton（1950），∫ailer（1951）等

に よ り， 早産兒に機能不全の ある こ とが認め られ

た．私共 も新生 見 に 就い て Dunger・Forsham 法

の 變法 で あ る絲賀氏法を用 い て ， 機能檢査 を行 つ

た．

　基礎檢査 （無虚置時 の好酸球數 の 變 化）

　1・ 分娩 に よる好酸球數 の燮化

　a ． 分娩直後 よ り毎時間の好酸球 數 を見る 時は

圓表 1の 如 く2 〜 3 時間1こ して 著明 に繪加す る．

ソ ーン 檢査 を行 うに は 分娩 後 4 時間以後に 行 うべ

きで あ る ．　　　　　　 ・

　b． 毎 目の 賂酸球 數 の變化

　岡表 2 の如 く殆ん ど變化 がな い．

　2。　沐浴に ょる 好・酸球 鞍に塁・tする影響

　温浴 で あ る が國表 3 の 如 く 2時間後著明な増加

が あ る の で ， 沐浴後少 く と も 6 時間後で な け れ ば

ソ ーン 檢店…は行 えな い こ とに な る ．

　3．　哺乳 に ょ る 肄 酸球數の 變化

　圖表 4 の 如 く殆 ん ど變化 が な く考 慮の 必 要 の な

い こ とがわ か．る．

　 4．　 ア ド レ ナ リン 注射時 の 憂化

　圏蓑 5の 如 く 4 時間後 が好酸球數 の最大の減少

を示 し て い る ． 依 つ て 4 時間値が注射前 の數 に封

す る ％ に よ b減 少度 を副腎皮質機能 を表す こ とは

新生 兒に も當は まる こ とで あ る． 叉 注射前の數 に ・

恢復す る に は 10〜 14時問 を要 して い る か ら次 囘檢

査 は 14時間以 上經過 し て か ら行 うべ きで あろ う．
層

　本檢査（A ．C．T ．H 及 び ア ド レ ナ リ シ 注射後の 好

酸球數 の 變 化）

　1． 本檢査 は ， 生後 4時闖以後 24時間以 内の 新

生 兒 58例 に實施 した ，

　2． 體重

　3、 野 酸球數

　4・　 ゾ ーン 檢査 （表 6 ）

　Sutton は 35％
，
　Jailerは 40％ の好酸球 減少率

を境 と して 機能不全 を到定 して い る． 私共 も0，05

cc の 1090倍ア ド レ ナ リ ン 注射 を して 妊 酸球 の減少

率 40％ を限界 として 以下は 不 全 ， 以．上は陽性 と し

た． しか る 時は 體重 3kg を境 と して 3   以 上 は陽

性以下 は殆 んど不 全 で ある．次 に不蠢 の もの 3例 に

ACTH を便用 した所 ， 何れ も減少率 は増加 した ．
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依ゐ て 腦下垂騰不全 が 主 體 で あ る と恋 わ れ る．

　以上 の如 く薪生 兒初體重 に 機倉醤が略 よ早行 す る

の で あ る か ら未熟兒程不全 の 程度 が強 く從 つ て 養

鏤表 1　分娩 褒 1 時間 毎 に測 定 ぜ る好酸球數 一D 變北

　 9200

／50

ioo

護に注意 せ ね ばな らな い こ とが わか る ．

　本檢査は 薪生兒の豫後到定上有效なる檢査法 で

あ る と思 う．

圖表 2　 分 娩後 ］、日矧 こ測 定ぜ る好 酸球數 の 變化
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圖表 3　書盗浴 に よ る好酸毒求數の 變化
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